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おことわり 

１） 本書の内容の全部または一部を、無断転載することは禁止されています。 

２） 本書の内容は、改良のため予告なしに変更することがあります。 

３） 本書の内容について、ご不審な点やお気付きの点がございましたらご連絡ください。 

４） 本製品を運用した結果の内容の影響につきましては、３）に関わらず責任を負いかねますので 

ご了承ください。 

 

© DTS INSIGHT CORPORATION All Rights Reserved． 

Printed in Japan 

① 本製品は弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ専用の定義体です。弊社ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ以外では

ご使用にならないでください。 

 

② 対象マイコンとマイコンパックとの対応を誤って使用すると、ターゲットシステムを破壊する

恐れがあります。本製品のマイコンパックで対象となるマイコンをご確認してからご使用くだ

さい。 

 

③ ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットシステムとのインタフェイスＩＣ（ＮＥＴ ＩＭＰＲ

ＥＳＳ内部ＩＣ）電源用に数ｍＡの電流をＴＶｃｃｄ端子より消費いたします。 

 

④ デバイスファンクション又は、ファンクション実行中には、ＳＤカードの脱着は、行わないで

ください。実行中に、脱着してしまいますとＳＤカードを破壊する恐れがあります。 
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１．概要 

  ＦＨＸ８０８は、型名：ＡＦＸｘｘｘのＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳシリーズで使用可能な定義体です。 

  ＦＨＸ８０８は、ルネサスエレクトロニクス社製：Ｈ８Ｓ／２１３４Ｆを代表機種とする、これと 

同一のアルゴリズム・プロトコルで書き込み可能なフラッシュメモリ内蔵マイコンを対象とします。 

 ＡＦＸとターゲットの接続には、ＰＨＸ４００をご利用ください。 

 その他のプローブケーブルについては、弊社又は代理店にお問い合わせください。 

 

 ※本マニュアルで記載のあるＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは型名：ＡＦＸｘｘｘの本体のことを指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ ご注意 ＞ 

 必ずお客様がお使いになられるフラッシュメモリ内蔵マイコン用のマイコンパックと 

組み合わせてご使用ください。 

 書き込み方式の異なるマイコンに対するご利用は、ターゲットマイコン及びそれを含む 

ユーザシステムを破壊する恐れがあります。 
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２．仕様 

 

２－１．対象マイコンと仕様 

 特に記載なき項目は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ標準に準じます 

 

型名 ＦＨＸ８０８ 

ターゲットマイコン ＦＨＸ８０８Ｍｘｘマイコンパックで規定 

フラッシュメモリ容量 同上 

フラッシュメモリアドレス 同上 

ターゲットインタフェイス 同上 

デフォルト ＦＨＸ８０８Ｍｘｘマイコンパックで規定 

書き込み時のターゲット 

マイコン動作周波数 
同上 

書き込み時のターゲット 

インタフェイス電圧 
同上 
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２－２．機種固有のパラメータ設定 

ＳＷＸ６００（リモートコントローラ：Ｗｉｎｄｏｗｓ上で動作）を利用して次の初期設定を 

行います。 

リモートコントローラのご利用方法については、ＳＷＸ６００：ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの 

操作マニュアル（ソフトウェア）をご参照ください。 

 

２－２－１．【 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウの設定 】 

 Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ１ 画面上で、ターゲットマイコンにあったパラメータ設定を 

行います。 
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① ＴＶｃｃ Ｔｈｒｅｓｈｏｌｄ 

ターゲットマイコンの動作電圧の下限値から０．１Ｖ程低い値を設定頂く事を推奨致します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、ターゲットマイコンの動作電圧（ＴＶｃｃ）を監視しており、 

この電圧がここで設定する電圧値以上の時に、デバイスファンクションを実行します。 

ＡＦＸ１００でのＴＶｃｃスレッショルドの設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの 

操作マニュアル【 ２．３．２ ＴＶＣＣ ＴＨＲＥＳＨＯＬＤ 】をご参照ください。 

 

 

② Ｆｌａｓｈ ＲＯＭ【 Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ 】 

フラッシュメモリ領域（Ｆｉｒｓｔ／Ｌａｓｔ Ａｄｄｒｅｓｓ）を設定してください。 

ＡＦＸ１００での、Ｆｌａｓｈ ＲＯＭの設定はできずに、表示のみとなります。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル【 ２．３．１ ＰＲＯＧＲＡＭ ＡＲＥＡ 】を

ご参照ください。 

 

 

③ ＲＯＭ Ｂｌｏｃｋ Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ 

フラッシュメモリのブロック構成を設定します。 

 

＜ ブロック情報テーブル ＞ 

ブロック情報テーブルは、ブロックグループＮｏ．、ブロックグループのスタートアドレス、 

ブロックサイズの３情報からなります。 

ブロックグループＮｏ．： Ｇｒｏｕｐ１～Ｇｒｏｕｐ１４までの１４Ｇｒｏｕｐが指定できます。 

   連続したブロックサイズの等しい一群のブロックを一つのブロック 

   グループとして、アドレスの若い方から、若い番号のブロック番号を 

付与します。 

スタートアドレス： ブロックグループの開始アドレスです。 

   このアドレスからブロックサイズで定められた大きさのフラッシュ 

   メモリが連続して並び、一つのブロックグループを構成します。 

ブロックサイズ： ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、次の（ブロック）グループアドレスまで、 

   このブロックサイズで定められたフラッシュメモリブロックが連続して 

   配置されるものと解釈されます。 

また、ブロックサイズを１にするとアクセス禁止領域となります。 

アクセス禁止領域はデバイスファンクション実行領域でも、 

書き込み・消去等が実行されません。 
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例 ） 

ブロックグループＮｏ． スタートアドレス ブロックサイズ 

１ ＃００Ｆ８００００ ＃００００８０００ 

２ ＃００ＦＡ００００ ＃０００１００００ 

 

スタートアドレス 

 

＃Ｆ８００００ → 

 

＃Ｆ８８０００ → 

 

＃Ｆ９００００ → 

 

＃Ｆ９８０００ → 

 

＃ＦＡ００００ → 

 

 

＃ＦＢ００００ → 

 

 

＃ＦＣ００００ → 

 

 

＃ＦＤ００００ → 

 

 

＃ＦＥ００００ → 

 

 

＃ＦＦ００００ → 

 

 

 

 

 

 

ブロックグループ１ 

上の例では、＃Ｆ８００００から３２Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックが次のブロックグループの

スタート（＃ＦＡ００００）まで連なる 

事を示します。 

ブロックグループ２ 

上の例では、＃ＦＡ００００から６４Ｋ 

バイトのブロックサイズをもつフラッシュ 

メモリブロックがフラッシュメモリの最終

アドレス（＃ＦＦＦＦＦＦ）まで連なる 

事を示します。 

＃ＦＦＦＦＦＦ → 
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④ ＭＣＵ Ｃｌｏｃｋ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ 

ターゲットマイコンへの入力クロックを設定します。  

この値はデバイスファンクション実行時にライタ側で参照され、マイコンとの通信速度を決定します。

正しく設定されていない場合、マイコンとの通信が確立できなくなります。 

 

 

⑤ ＭＣＵ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ Ｍｏｄｅ 

ＦＨＸ８０８では、この設定は不要です。 

 

 

⑥ ＷＤＴ Ｃｌｏｃｋ Ｐｅｒｉｏｄ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳは、オンボードプログラミング中に定周期のクロックパルスを出力する機能 

を持っています。この周期を利用する場合はＷＤＴ周期の設定を行います。 

ＡＦＸ１００でのＷＤＴ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュアル 

【 ２．３．３ ＷＤＴ ＳＥＴＴＩＮＧ 】をご参照ください。 
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⑦ Ｄａｔａ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳとターゲットマイコン間の通信設定を指定します。 

ＦＨＸ８０８では、ウィンドウの各項目を次のように設定してください。 

 

・ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ 

ＣＳＩ（同期通信）／ＵＡＲＴ（非同期通信）からご利用のインタフェイスを選択してください。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでの通信路設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル 

（スタンドアロン）をご参照ください。 

 

・ Ｂａｕｄ Ｒａｔｅ 

通信速度を設定します。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのＣＳＩ通信速度設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル 

（スタンドアロン）をご参照ください。 

 

⑧ ＭＣＵ Ｔｙｐｅ 

この項目へ設定された内容が、ウィンドウ左上部のＭＣＵ Ｔｙｐｅ及びＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ本体

上に表示されます。 

マイコンの型名、お客様の装置型名など任意の文字を２０桁まで入力できます。 

 

 

⑨ ＯＫ 

Ｐａｒａｍｅｔｅｒ Ｔａｂｌｅ １ウィンドウ内容を、ＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに反映 

します。 

①～⑧の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、パラメータは反映されません。 
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２－２－２．【 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウの設定 】 

 Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ上では、次の２項目の設定を行います。 
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① Ｄｅｖｉｃｅ Ｆｕｎｃｔｉｏｎ（Ｔａｒｇｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓ） 

マイコンへのデバイスファンクションの対象領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

ターゲットアドレスは、その設定アドレス値によりフラッシュメモリのブロック境界アドレスに 

自動アライメントされます。 

この自動アライメントされた領域に対して、デバイスファンクションが実行されます。 

 

 

② Ｂｕｆｆｅｒ Ａｒｅａ 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのバッファメモリ上のデータをセーブ・ロードする領域を設定します。 

通常は、２－２－１．②項のＦｌａｓｈ ＲＯＭ領域と同じ設定にします。 

 

 

③ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ 

Ｅ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ実行時のベリファイモードを設定します。 

デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、ＰＲＯＧＲＡＭ時に実行されるＲｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙは、 

Ｒｅａｄ Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているベリファイが実行されます。 

ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳでのベリファイモード設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳの操作マニュアル 

（スタンドアロン）をご参照ください。 

・ＳＵＭ ＲＥＡＤ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値を読み出し、プログラマがＰｒｏｇｒａｍ時

に転送した書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

・ＦＵＬＬ ＲＥＡＤ 

プログラマがマイコンへＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを送信し、マイコン側でフラッシュ

メモリデータとの比較を行います。 

 

④ ＯＫ 

Ｂａｓｉｃ Ｏｐｅｒａｔｉｏｎウィンドウ内容を、ＹＩＭフォルダ内の定義体ファイルに 

反映します。 

①～②の設定変更後は、他のウィンドウに移る前に必ず、ＯＫボタンを押してください。 

ＯＫボタンが押されなければ、変更したパラメータは反映されません。 
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２－３．デバイスファンクションと実行機能 

 ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳのデバイスファンクション起動時に実行される機能は以下のとおりです。 

 

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾌｧﾝｸｼｮﾝ ERASE BLANK PROGRAM READ E.P.R COPY 

対

象

メ

モ

リ

域 

Device Funcによる 

フラッシュメモリ 

一部領域 

× × ○ × ○ × 

Flash ROMによる 

フラッシュメモリ 

全領域 

× × ○ × ○ × 

フラッシュメモリに 

対する実行動作 

□Erase  ■Erase*2  ■Erase*2  

□Blank □Blank □Blank  □Blank  

  ■Program  ■Program  

  ■Read*1 □Read ■Read*1  

     □Copy 

備考 

 
 

 

＊ １：デバイスファンクションＥ．Ｐ．Ｒ、Ｐｒｏｇｒａｍ時に実行される、ベリファイ動作は 

   Ｖｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅで設定されているリードベリファイが実行されます。 

  ＡＦＸ１００でのＶｅｒｉｆｙ Ｍｏｄｅ設定は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの 

操作マニュアル【 ２．３．５ ＶＥＲＩＦＹ ＭＯＤＥ 】をご参照ください。 

 

① ＳＵＭリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のＳＵＭ値（８ビット加算、１６ビット以上の 

オーバーフローは無視の値の１の補数）を読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時に転送した 

書き込みデータのＳＵＭ値と比較します。 

 

② ＦＵＬＬリードベリファイ 

マイコンからＰｒｏｇｒａｍを行った領域のデータを読み出し、ライタがＰｒｏｇｒａｍ時に 

転送した書き込みデータと比較します。 

 

 

＊ ２：実行コマンドのＥＲＡＳＥは、対象メモリ領域に関わらず、全領域を消去します。 
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３．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）のインストール 

 

３－１．概要 

 本定義体では、コマンド実行に先立って、書き込み制御プログラムをマイコン（ターゲットシステム

上で動作する）へ転送し、その制御のもとでフラッシュメモリへのプログラミングを行います。 

 転送される書き込み制御プログラムは、ＹＩＭフォルダ内にｘｘｘ．ＢＴＰの拡張子をもつファイル

名で配置します。 

 ｘｘｘ．ＢＴＰは、１つのＹＩＭフォルダ内にただ一つだけの配置が許されています。 

 ２つ以上のｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置することや、ｘｘｘ．ＢＴＰファイルを配置しないでの 

ご利用はできません。 

 

 

３－２．書き込み制御プログラム（ＷＣＰ）インストール 

ＷＣＰファイルのインストール方法についてはＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔ Ｆｌａｓｈ  

Ｐｒｏｇｒａｍｍｅｒスタートアップマニュアルの「４．４．３．各種バンドルファイルのロード」 

を参照ください。 
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４．ターゲットシステムとの接続と専用コネクタ 

 

４－１．信号一覧表 

マイコンパックマニュアルをご確認ください。 

 

 

４－４．プローブ 

 弊社では、標準プローブとしてＰＨＸ４００を用意しております。各プローブのご用命は、 

弊社又は弊社代理店までご相談下さい。 

各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアルまたは、 

弊社ホームページをご参照ください。 

 

＜ ＰＨＸ４００ ＞ 

 弊社では、標準プローブとしてＰＨＸ４００を用意しております。各プローブのご用命は、 

弊社又は弊社代理店までご相談下さい。 

各プローブの仕様は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳインストラクションマニュアルまたは、 

弊社ホームページをご参照ください。 

 下図にＰＨＸ４００の構成概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ユーザターゲット側末端は、コネクタが付いていません。お客様のターゲットシステムにあわせて、

コネクタを付けて頂く必要があります。 
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５．エラーメッセージ 

 

５－１．概要 

ＦＨＸ８０８において出力されるエラーメッセージに関して記述します。 

 本章に記載のない、標準のエラーに関する詳細は、ＮＥＴ ＩＭＰＲＥＳＳ ａｖａｎｔの操作マニュ

アルをご参照ください。 

 

 

５－２．固有エラーメッセージについて 

ＦＨＸ８０８では固有エラーはありません。 

 また、エラー発生した際に“―――― ＥＲＲ ＸＸ”と表示される場合のＸＸは１６進数表記の数字

でエラーとなった時に実行しているポイントを示します。 

Code 内容 

0x01 ＥＲＡＳＥ動作 

0x03 ＰＲＯＧＲＡＭ動作 

0x04 ＶＥＲＩＦＹ動作 

ＦＵＬＬ ＶＥＲＩＦＹ動作 

0x05 周波数設定動作（ＣＳＩ通信） 

0x07 ＶＥＲＩＦＹ動作 

ＳＵＭ ＶＥＲＩＦＹ動作 

0x0F 初期通信処理 
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